近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１７クール日報（３月２８日～４月３日）
	報告日
天気
	３月２９日（金）
雨→晴れ
（気温：１０度１５度）
	報告者
	兵庫県社協　藤本
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	七尾市文化センター

	メンバー

	近ブロ１６クール：内田、髙﨑、石倉、島田、平野、河田、西川、谷水、松本、金田
近ブロ１７クール：冨田、藤井（直）、丸山、小林、坂本、西田、渡邉、松尾、藤井（智）、藤本
関ブロＢ１５クール： 遠山（都留市社協）、飯田（岡谷市社協）、矢巻（山梨県社協）

	（主な日程）
	7:15 宿舎出発
8:00 七尾市文化センター着
ボランティア受け入れ準備
 8:25 朝礼
8:50 ボランティア受付
9:00 全体オリエンテーション
9:15 マッチング開始
10:40 ボランティア送り出し完了
ニーズ受付
現地調査
ボランティア活動調整（アポ取り）等
14:30 本部で活動者報告受付
15:00 ボランティア　グループごとに見送り
	<本部以外の動き>
仮仮置場
田鶴浜コミュニティセンター１日目


	
	17:15終礼
18:00 明日のマッチング準備（班分け、車両調整、現地調査書類作成、資機材準備など）
19:15 活動終了

	報告事項

	・近ブロ16→17クールへ引継ぎ。
・悪天候のためボランティアの送り出しを10時に遅らせた。

●VCの状況［V144名（テント村70名）　現地調査10件（うち一般6件、現場系0件、キャンセル4件）　ニーズ対応20件（うち完了18件、継続２件）］

●マッチング担当
・９時以降に５人参加希望があった。ご案内できる活動がない可能性があることをご了承いただいた上で、一旦１階で待機をお願いした。結果的に仮仮置き場へご案内。
・足の不自由な方が活動に参加された。VCでの活動は家財の搬出等が主な作業であるということ、より安心して活動できるグループにご案内したいということをご本人にお伝えし、ご納得いただいた上で、仮仮置き場で仕分け等の作業をお願いした。

●現地調査担当
・災害Ｖコーディネーター３名、近ブロ4名、丸亀３名の３班構成で実施。

●仮仮置き場担当
・ボランティア15人

	今後の主な予定
	●明日3/30（土)の動き
・近ブロ18クールが11名であることを踏まえ、体制を検討する。
・マッチング班から１名、時間帯でスポット的に現地調査に回る方法を試す。
・活動報告で新たに実施しているチェックシートの使用感について、引継日で十分な検討ができなかったため、明日改めて担当班から報告を受ける。

	調整課題・所感等
	・テント村の受入等でイレギュラーな対応が続いたことに起因し、VCの活動終了時刻が遅くなっている傾向がある。17クールは体制が落ち着き１日15件ペースでの活動となるため、なるべく早く業務を終えるよう心掛ける。
・テント村の開設に起因したボランティア数の急増により、マッチング待ち件数に対して、ボランティア数が過多の状態が続いている。明日以降アポ取りは15件とし、活動が早く終了した場合も次の活動は紹介せず、お帰りいただく対応とする。ただし、資材やブルーシートの清掃など、VC内でご協力いただきたい作業がある場合はお願いする。併せて、現地調査を強化するため、近ブロから時間帯でスポット的に現地調査に人員を回す。支援Pさんにご協力いただき、同時並行で現地調査のマニュアルの見直しを行うこととする。

	その他
	・マイクロバス点検日のため、仮仮置き場への送迎がピストン方式となった。田鶴浜コミュニティセンターまでは往復40分のため、ボランティアさんに待ち時間が発生した。また、休憩場所がなく、車内も定員以上で使用できないため、地面にブルーシートを敷いて食事をとっていただく状況だった。今後もマイクロバスのない日は要注意。
・テント村の方の荷物（貴重品以外）は、VC１階のテント村本部で預かりがあるとのこと。
・レンタカーのうち２台が宿舎駐車場出口の坂道で進めない状況が発生。運転手のみ乗車した状態で、なんと発車することができた。雨でタイヤが滑ってしまったことが主な原因と考えられる。そのため、翌日悪天候の場合は、可能な限り上の駐車場を使用した方が良い。
・3/31（日）に地元の団体から35件の産業廃棄物持込がある。10:30で調整いただく。
・回収不可のもの（電池、土、蛍光灯など）が資材置き場に再び溜まってきている状況。改めて、ボランティアさんへの説明を徹底することを全体で確認した。



